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Ⅰ． 目的
　大学ならびに各部局における冠橋義歯補綴患者において，具体的に感染を受けた後に行う家庭的制約は


｜←ここにカーソルを置き図を貼りつける
(貼付け後上記文字を削除)



Ⅱ． 方法
　被験者は，精神的に機能異常を認めない無菌顎者8名である．母子感染による





図のタイトルを入力








Ⅲ． 結果と考察
　一般には加齢による粘膜の反射強度は軽度のタッビング
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